
 

 

友だちとわたし 

 

 

 

わたしは、友だちがいてよかったなと思い

ます。そのりゆうは、友だちがいればたすけ

てくれます。わたしがはじめて学校に行って

どきどきしていたとき、友だちから「こわく

ないよ。」と言ってもらいました。おかげで、

どきどきした気もちがなくなって、うれしい

気もちになりました。 

わたしは、なかよくなりたい友だちがいた

ら、「友だちになろう。」と、言います。あそ

んでいるうちに、しぜんに友だちになってい

ることもあります。 

友だちがいることで、楽しいことがたくさ

んあります。あそびをしたり、はなしをした

り、本を読んだりできます。わたしにとって、

友だちはたいせつです。 

友だちがいなければ、ひとりぼっちで心ぼ

そいし、かなしいです。だから、友だちとけ

んかしたときは、いやな気もちになります。

でも、わたしは、さいしょおこっているけど、

だんだんあそびたくなります。そういうとき

は、「どうしてけんかになったのかな。」と考

えます。わたしがいやなことをしたときは、

わたしから、「ごめんね。」を言います。友だ

ちからいやなことをされたときは、わたしか

ら、友だちにされた、いやなことを言います。 

そうやってなかなおりします。たまにはけん

かすることもあるけど、やっぱり友だちがい

てよかったなと思います。 

わたしが、友だちをたすけることもありま

す。友だちがおとしものをしたら、いっしょ

にさがしたり、けがしたときは、ほけんしつ

までいっしょに行ってあげたりしました。ほ

かにも、きゅうしょくでみそしるをこぼした

とき、いっしょにふいてあげました。これか

らも、友だちがこまっていたら、たすけたい

です。 

友だちに、たすけてもらったこともありま

す。かん字がわからなくて、こまっていると 
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き、友だちが、かん字をおしえてくれました。 

 学校が楽しいのは、友だちがいるからです。

もっと、友だちをつくっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


